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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年2月7日(2013.2.7)

【公表番号】特表2012-512278(P2012-512278A)
【公表日】平成24年5月31日(2012.5.31)
【年通号数】公開・登録公報2012-021
【出願番号】特願2011-540950(P2011-540950)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  63/16     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  63/16    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   5/18    ＣＦＤ　
   Ｃ０８Ｌ 101/16    ＺＢＰ　

【手続補正書】
【提出日】平成24年12月14日(2012.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
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【表２】

　次に、本発明の好ましい態様を示す。
１　Ｉ、全酸成分１００モル％を基準にして、
　ａ）約９５から４０モル％のテレフタル酸成分、
　ｂ）約５から６０モル％の線状脂肪族ジカルボン酸成分、および
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　ｃ）約０から３０モル％の脂環式ジカルボン酸成分
から本質的になるジカルボン酸成分と、
　ＩＩ、全グリコール成分１００モル％を基準にして、
　ａ）約１００から７６モル％の線状脂肪族グリコール成分、
　ｂ）約０から４モル％のジアルキレングリコール成分、および
　ｃ）約０から３０モル％の脂環式グリコール成分
から本質的になるグリコール成分と
から本質的になり、Ｉｃ＋ＩＩｃ＞２モル％である、脂肪族－芳香族コポリエステル。
２　前記コポリエステルが半結晶性である、前記１に記載の脂肪族－芳香族コポリエステ
ル。
３　前記コポリエステルが、ＥＮ　１３４３２により生分解性であると定義される、前記
１に記載の脂肪族－芳香族コポリエステル。
４　前記線状脂肪族グリコール成分が、１，２－エタンジオール、１，３－プロパンジオ
ール、および１，４－ブタンジオールからなる群から選択される、前記１に記載の脂肪族
－芳香族コポリエステル。
５　前記線状ジカルボン酸成分が、アゼライン酸、セバシン酸、およびブラシル酸からな
る群から選択される、前記１に記載の脂肪族－芳香族コポリエステル。
６　前記脂環式ジカルボン酸成分が、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、１，２－シ
クロヘキサンジカルボン酸、および１，３－シクロペンタンジカルボン酸からなる群から
選択される、前記１に記載の脂肪族－芳香族コポリエステル。
７　前記脂環式グリコールが、１，２－シクロヘキサンジメタノール、１，４－シクロヘ
キサンジメタノール、トリシクロ［５．２．１．０2,6］デカン－４，８－ジメタノール
、および２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオールからなる群から
選択される、前記１に記載の脂肪族－芳香族コポリエステル。
８　前記ジカルボン酸成分が、全酸成分１００モル％を基準にして、
　ａ）約７０から５０モル％のテレフタル酸成分、
　ｂ）約２０から５０モル％の線状脂肪族ジカルボン酸成分、および
　ｃ）約０から２０モル％の脂環式ジカルボン酸成分
から本質的になり、かつ
　前記グリコール成分が、全グリコール成分１００モル％を基準にして、
　ａ）約１００から７５モル％の単鎖グリコール成分、
　ｂ）約０から４モル％のジアルキレングリコール成分、および
　ｃ）約０から２０モル％の脂環式グリコール成分
から本質的になり、
Ｉｃ＋ＩＩｃ＞２モル％である、前記１に記載の脂肪族－芳香族コポリエステル。
９　前記全芳香族含有率が、全酸成分１００モル％を基準にして６０モル％を超える、前
記１に記載の脂肪族－芳香族コポリエステル。
１０　前記１に記載の脂肪族－芳香族コポリエステルと少なくも１種類の他の高分子材料
とを含むブレンド物。
１１　前記他の高分子材料が天然ポリマーである、前記１０に記載のブレンド物。
１２　前記他の高分子材料が、天然ポリマー、デンプン、およびポリ（乳酸）からなる群
から選択される、前記１１に記載のブレンド物。
１３　前記１に記載の脂肪族－芳香族コポリエステルを含む造形品。
１４　前記１２に記載のブレンド物を含む造形品。
１５　前記１に記載の脂肪族－芳香族コポリエステルを含むフィルム。
１６　前記１２に記載のブレンド物を含むフィルム。
１７　ＡＳＴＭ　Ｄ１９２２に準拠して約５０００ｇ／ｍｍを超える引裂き強さを有する
前記１５に記載のフィルム。
１８　ＡＳＴＭ　Ｄ１９２２に準拠して約８０００ｇ／ｍｍを超える引裂き強さを有する
前記１５に記載のフィルム。
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１９　ＡＳＴＭ　Ｄ１９２２に準拠して約１６０００ｇ／ｍｍを超える引裂き強さを有す
る前記１５に記載のフィルム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｉ、全酸成分１００モル％を基準にして、
　ａ）約９５から４０モル％のテレフタル酸成分、
　ｂ）約５から６０モル％の線状脂肪族ジカルボン酸成分、および
　ｃ）約０から３０モル％の脂環式ジカルボン酸成分
から本質的になるジカルボン酸成分と、
　ＩＩ、全グリコール成分１００モル％を基準にして、
　ａ）約１００から７６モル％の線状脂肪族グリコール成分、
　ｂ）約０から４モル％のジアルキレングリコール成分、および
　ｃ）約０から３０モル％の脂環式グリコール成分
から本質的になるグリコール成分と
から本質的になり、Ｉｃ＋ＩＩｃ＞２モル％である、脂肪族－芳香族コポリエステル。
【請求項２】
　前記ジカルボン酸成分が、全酸成分１００モル％を基準にして、
　ａ）約７０から５０モル％のテレフタル酸成分、
　ｂ）約２０から５０モル％の線状脂肪族ジカルボン酸成分、および
　ｃ）約０から２０モル％の脂環式ジカルボン酸成分
から本質的になり、かつ
　前記グリコール成分が、全グリコール成分１００モル％を基準にして、
　ａ）約１００から７５モル％の単鎖グリコール成分、
　ｂ）約０から４モル％のジアルキレングリコール成分、および
　ｃ）約０から２０モル％の脂環式グリコール成分
から本質的になり、
Ｉｃ＋ＩＩｃ＞２モル％である、請求項１に記載の脂肪族－芳香族コポリエステル。
【請求項３】
　請求項１に記載の脂肪族－芳香族コポリエステルと少なくも１種類の他の高分子材料と
を含むブレンド物。
【請求項４】
　請求項１に記載の脂肪族－芳香族コポリエステルを含む造形品。
【請求項５】
　請求項１に記載の脂肪族－芳香族コポリエステルを含むフィルム。
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